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特定廃棄物セメント固型化処理施設の性能確認 

大山 将、橘 敏明、上村和也、三溝達也（株式会社 鴻池組）

１.概要

福島県内の特定廃棄物（8,000Bq/kg を超える指定廃棄物および対策地域内廃棄物）のうち、10万 Bq/kg

以下の廃棄物については、既存の管理型処分場を活用して整備された特定廃棄物埋立処分施設にて埋立

処分される。この中で、減容化処理に伴い発生する焼却・溶融飛灰は特に放射性セシウムの溶出量が多

いと想定されることから、埋立処分時の雨水等との接触による放射性物質の溶出量を抑制し、安全に埋

立処分するためにセメントによる固型化処理を行うことが求められている。 

本報告では、特定廃棄物セメント固型化処理業務において、当社 JVが福島県双葉郡楢葉町に設置した

セメント固型化処理施設において、性能確認を目的に本格稼動前に実施した試運転の結果を紹介する。

２.試運転による固型化処理設備の性能確認

設置した固型化処理施設は、処理対象物の搬入から固型化物の搬出まで、固型化処理設備すべてが施

設運営上の要求性能を満足することを試運転により確認する必要があった。そこで、2019 年 2月 9日か

ら 3 月 8 日の期間に試運転として、処理設備の系列（A 系列、B 系列）ごとに 10 日間の連続した処理運

転を行い、一連の施設運営が可能であることを確認した。 

使用材料 高炉セメント B種、水道水を使用し、コンクリート用早強剤・減水剤を併用した。 

配合設計 配合設計は質量ベースで行うこととし、セメントや水の添加率（％）を処理対象物の乾燥質

量（固形分）に対して、早強剤や減水剤の添加率（％）をセメント質量に対して、それぞれ設定した。

なお、混練物の湿潤密度から、実績値として単位体積あたりの配合量（kg/m3）を算出可能である。 

配合試験・品質管理 処理対象物ごとに事前に配合試験を実施し、設計強度（0.98MPa）および所要のワ

ーカビリティが確保できる配合を確認して設定する。固型化処理の品質管理は、混練物のミニスランプ

（JIS A 1171 準拠）、湿潤密度（JIS A 1116 準拠）、強度の確認などを行うこととしている。 

発現強度と配合例 固型化物の強度は、採取した混練

物から直径 5cm、高さ 10cm の円柱供試体を作製し（JIS 

A 1132 準拠）、所定期間現場養生した後、一軸圧縮強

度試験（JIS A 1108 準拠）により測定する。試運転期

間中の同日時に採取した供試体の材齢 3 日強度と材齢

7 日強度の関係を図 1 に示す。固型化物の強度はすべ

て設計強度（0.98MPa）を満足しており、材齢 3日強度

と材齢 7 日強度は一定の相関関係を示した。試運転期

間中の配合の一例を表 1 に示す。期間中に生成した固

型化物中の処理対象物の含有量は最大で 1,100 kg/m3

程度であった。 

放射性セシウム・重金属等の溶出量 放射性セシウム

溶出量は直径 10cm、高さ 20cm の円柱供試体を用いて

測定した（放射能濃度等測定方法ガイドライン準拠）。

Cs-137 溶出量はすべての試料で性能

目標値 150 Bq/L を満足した。昭和 48

年環境庁告示第 13 号に方法に従い重金

属等の溶出量を分析した結果、すべての

試料で重金属等の溶出量は定量下限値

未満となり、管理基準値を満足した。 

図 1 固型化物の一軸圧縮強度 

表 1 一軸圧縮強度と実績配合の例 
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